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第89回長野県中央メー
デーが、5月1日（火）、長野
市城山公園ふれあい広場
において開催され、労働組
合や労働組合のない職場
で働く仲間と地域の皆さん
約3,400名が結集した。

冒頭、主催者代表挨拶として中山実行委員
長（連合長野会長）は、被災地への継続支援
を強く呼びかけた後、「働く人を無視した経済
最優先の現政権では働く者の不安は増すばか
りである。すべての労働者の立場に立った働き
方を実現しよう！県内で働くすべての労働者の
暮らしの底上げ・底支
え・格差是正の実現に
向け、2018春闘の成果
を中小・非正規労働者
へ広げ社会的うねりを
巻き起こしていこう」と
力強く訴えた。

その後、来賓挨拶に
続き、食品ロスの削減と
生活困窮者の支援活
動をしているフードバン
ク信州の美谷島越子
事務局長から、この間
の支援に対する感謝と

拡大する「見えない貧困」の実態、「貧困の連
鎖」解消のためには、多くの働く仲間・企業・市
民による支えが必要だと報告いただいた。

会場では、被災地支援カンパ、フードドライブ、
ＹＥＳ･ＮＯアンケート、折鶴コーナーを設け、労福
協連携・協働ブースでは、〇×クイズや抽選会
など、昨年に引き続き大好評。恒例の大抽選会
では、県内外の被災地支援に向けた賞品を選
定。被災地の一刻も早い復興、そして暮らしの
底上げ実現に向けて、心をひとつに力合わせ
たメーデーとなった。

最後に、私鉄県連の中村 梓さんによる「メー
デー宣言」の提案を満場の拍手にて採択し、
中山実行委員長による「団結ガンバロウ」にて
式典を終了した。

その後、参加者全員で「クラシノソコアゲ実
現！」「過労死をなくそう！」「長時間労働なくそう」
などシュプレヒコールをあげながらデモ行進を実
施し、道行く人たちに「働くことを軸とする安心
社会」の実現を訴えた。
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主催者挨拶で訴える
中山実行委員長

善光寺参道を行進する参加者

フードドライブコーナー
マスコットキャラクター

ロッキー・ピットくん・ユニオニオン・ピンキー

労福協連携・協働ブース

第89回 長野県中央メーデー開催



県下各地区においてメーデー開催　約13,000人が結集！地域から
元気発信！！

式典終了後は家族そろってお楽しみのチロルの森へ

4/28　塩尻地区統一メーデー
チロルの森臨時駐車場 参加者300名

今年話題の「ひふみん」など趣向を凝らしたプラカードがたくさん

4/28　上伊那地区メーデー
伊那文化会館 参加者1,200名

地元ダンスチーム「しなの大和」による「よさこいダンス」で会場をわかす

4/28　飯伊地区メーデー
飯田風越公園 参加者1,500名

大勢の参加者が集結！当日はフードドライブも実施！

4/28　安曇野地区メーデー
豊科中央公園 参加者300名

お楽しみ抽選会で会場は大盛り上がり！

4/28　大北地区中央メーデー
サンアルプス大町 参加者163名

諏訪湖沿道を元気にデモ行進

4/28　諏訪地区メーデー
諏訪市文化センター 参加者850名

～働く者の連帯で「ゆとり・豊かさ・公平な社会」を実現し、自由で平和な世界をつくろう～
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県下各地区においてメーデー開催　約13,000人が結集！

青空のもと参加者の元気な団結がんばろう三唱が響き渡る

4/28　佐久地区統一メーデー
佐久市市民交流ひろば 参加者750名

1,388名による力強い団結がんばろうで会場が一つに

5/1　上小地区メーデー
上田市城跡公園陸上競技場 参加者1,388名

田中メーデー実行委員長による主催者代表あいさつ

それぞれの思いをプラカードで訴える参加者たち

5/1　メーデー須高地区大会
須坂市百々川緑地公園 参加者850名

元気なシュプレヒコールでデモ行進する参加者

5/1　北信地区メーデー
中野市民会館 参加者640名

色とりどりのプラカードを持ってシュプレヒコールを連呼

5/1　木曽地区メーデー
上松町ひのきの里総合文化センター 参加者280名

４月２8日（土）から５月１日（火）にかけて県下各地区でもメー
デーを開催し約13,000人が集結した。各地域とも特色ある
メーデーを開催。引き続き県内で働くすべての仲間のクラシノ
ソコアゲをめざして、地域から元気を発信していこう！ ～働く者の連帯で「ゆとり・豊かさ・公平な社会」を実現し、自由で平和な世界をつくろう～

5/1　松本地区メーデー
松本市あがたの森公園 参加者1,000名
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5月19日（土）、安曇野市において田植えを行い、国民
運動・環境委員会（小林 和雄委員長：連合長野副会
長・農団労）と松本広域地域協議会（佐藤 幸司議長）
より、役員と家族の35名が集まった。この活動は、飢餓
で苦しむ西アフリカのマリ共和国へ米を届けるため、ＪＡ
グループなどが中心となり活動している取り組みで、その
趣旨に賛同し、連合長野では、2010年より取り組みを始
め、現在では、長野・上伊那の３か所で実施している。

当日は、晴天のもと、参加者全員が一列になり、ゆっ
くりと一本ずつ苗を手で植えていった。例年、9月～ 10
月頃に収穫し、県内各地で収穫した米約1トンとあわせ、
翌年１月頃マリ共和国に向けて発送している。

田植えから収穫までの約半年間を通じて、安心して
暮らすことができる平和な社会を考え、多くの組合員に

「貧困と格差」をなくす取り組みをひろげて行きたい。
（上伊那は5月26日（土）、長野は6月16日（土）に田植え実施）

5月21日（月）、国民運動・環境委員会は、御嶽山のふ
もと木曽郡王滝村に建立された「御嶽山噴火犠牲者
追悼慰霊碑」を訪れ、献花・黙とうを捧げ、犠牲者の冥

福を祈った。追悼慰霊碑は、2014年9月
27日の御嶽山噴火災害の犠牲者を悼み、
王滝村松原スポーツ公園内の高台に昨
年9月に建立された以降、連日、県内外よ
り大勢の方が追悼に訪れている。

2016年7月より、連合長野と国民運動・

環境委員会
では、慰霊碑建立への支援として、「御嶽山水」購入の
取り組みを展開し、多くの各構成組織・地域協議会・単
組の皆さんより協力をいただいている（合計で5,860本）。

戦後最悪の噴火災害と言われている御嶽山噴火
災害。観光への風評被害も未だ大きく、様々な取り組
みが必要とされている。各種会議・集会などの場を通じ
て、“決して忘れない、風化させない、その教訓をいか
す”ための取り組みを継続していく。

「貧困と格差」のない社会を願って、
2018国際協力田の取り組み始まる！
－国民運動・環境委員会／松本広域地域協議会－

御嶽山噴火犠牲者追悼慰霊碑を訪れ、
犠牲者への冥福を祈る

－国民運動・環境委員会－

長野からアフリカ・マリ共和国へ


